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組合からのお知らせ

１． 全農薬監査会

・日時：平成２３年１０月２５日（火）、１０：３０～１２：００

・場所：全農薬９Ｆ会議室

・内容：平成２３年度決算書類の監査

・出席者：青木理事長、宇野副理事長、羽隅監事、金井監事、金子（邦）監事

全農薬事務局（堀江専務、安孫子会計主任）

2. 第１７回農作物病害虫フォーラム

～ＩＰＭ推進に向けた生物的防除技術の利用を考える～

・日時：平成２３年１１月２日（水）１３：３０～１７：００

・会場：農林水産省講堂（本館７階）

・参集範囲：都道府県、病害虫・雑草防除関係独立行政法人及び民間団体、地方農政局等

・講演議題・講演者

（１） 微生物殺菌剤の現状と今後の展開

兵庫県立農林水産技術総合センター農業技術センター

環境・病害虫部 研究主幹 相野 公孝 氏

（２） 微生物農薬の効果的な処理方法の検討とＩＰＭ普及に携わって

宮城県農業・園芸総合研究所 園芸環境部 上席主任研究員 宮田 將秀 氏

（３） 露地ネギ栽培で有望視される土着天敵とその保護・利用の試み

千葉県農林総合研究センター生産環境部 病理昆虫研究室 研究員 大井田 寛 氏

（４） 害虫誘引植物を用いたトマト白ふくれ症の抑制効果

岡山県農林水産総合センター農業研究所 副所長 永井 一哉 氏

・総合討論

座長 元光産業創成大学院大学 特任教授 牧野 孝宏 氏

・出席者：宮坂技術顧問

〇 植物防疫課福田分析官の開会あいさつ概要

ただいま紹介にあずかりました農林水産省消費・安全局植物防疫課分析官の福田でございます。

本日のフォーラム開催にあたり事務局を代表しまして一言ご挨拶申し上げます。

本日、ご参加頂きました皆様には、日頃より植物防疫・農薬行政全般に、ご支援とご協力を頂い

ておりますことに、厚くお礼申し上げます。 また、ご講演をいただきます相野さま、宮田さま、

大井田さま、永井さま、そして、座長をお引き受けいただきました牧野さまには、ご多忙中にも拘

わらず本日のご出席をお引き受け頂き誠にありがとう御座います。本日は、第１７回農作物病害虫

防除フォーラム「IPM 推進に向けた生物的防除技術の利用を考える」と題し、都道府県で実施され

ている生物的防除技術について、取り組み成果をご紹介いただくことにしております。また、これ

ら技術の現場導入における課題等について情報共有を行い、これからの病害虫防除の一助となりま
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すよう、ご参集の皆様と意見交換をさせていただきたいと思っております。

農林水産省消費・安全局では、病害虫防除に係るリスクや環境負荷が軽減されるよう、利用可能

なすべての防除技術を経済性を考慮しつつ適切に選択し、総合的に講じる「総合的病害虫・雑草管

理(IPM)」の考え方に基づく病害虫防除を推進しております。 国民・消費者の皆様の環境負荷低

減、食の安全に対する関心が高まる中、徐々に地域での IPM への取り組みが広がり始めています。

近年、新たなウイルス病の発生、そのウイルスを媒介する害虫の薬剤抵抗性獲得等、難防除病害

虫の発生が顕在化し、従来型の防除体系では効果的な結果が得られない、との報告が増えています。

これらの難防除病害虫に対して、生物的防除技術も問題の解決に貢献できるものと期待しておりま

す。しかし、生物的防除技術の農業現場での利用はまだ一部に限られており、地域への普及が進ま

ないという状況もあるようです。生物的防除技術が現地で効果的に活用されるためには、現地導入

における課題やニーズを踏まえた技術開発を行うとともに、都道府県の担当者や農業者に生物的防

除技術の特性を十分に理解して頂くことが重要と考えております。本日の議論が、現場の病害虫防

除対策に対するニーズと結びつき、生物的防除技術の導入や防除体系の構築につながることを期待

します。皆様から頂いたご意見は、私どもの植物防疫の施策に反映するとともに、研究開発施策へ

もつなげて参りたいと思いますので、活発な意見交換を宜しくお願いします。と挨拶した。

3. 農薬工業会「虫供養会」

・日時：平成２３年１１月９日（水）、１６：００～１７：３０

・場所：金龍山 浅草寺本堂

台東区浅草２－３－１

・出席者：青木理事長、堀江専務、宮坂技術顧問

〇浅草寺に於ける虫供養の様子 〇挨拶する農薬工業会福林会長

農薬工業会福林会長あいさつ概要

今年は東日本大震災や台風の被害等大変な年であった。平成２３年度農薬出荷実績について、近

日中に公表できると思いますが、前年比 101％で３３１８億円を予想しております。また、農薬工

業会支部集計では２９８５億円で前年比 101.3％。東日本大震災の影響を受けた宮城県、福島県で

は残念ながら前年比 89％でしたが、北海道と九州地区で出荷が好調で前年比 101％を確保するこ

とが出来たと。今年を振り帰り挨拶した。

4. 第２５５回理事会
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・日時：平成２３年１１月１５日（火）、１５：００～１７：００

・場所：全農薬９Ｆ会議室

・議事：

（１） 議決事項

１） 第４６回通常総会提出議題について

第１号議案 平成２３年度決算関係書類承認の件

第２号議案 平成２４年度事業計画（案）並びに収支予算（案）承認の件

第３号議案 平成２４年度賦課金の金額及びその徴収方法決定の件

第４号議案 定款一部変更及び定款変更認可申請における字句の一部修正委任の件

第５号議案 平成２４年度借入金最高限度額（案）決定の件

第６号議案 役員報酬額（案）決定の件

（２） 協議事項

１） 第４６回通常総会及び第３４回全国集会次第について

（３） 報告事項

１） 平成２４農薬年度価格情報について

２） 慶弔関係等

（４） その他

5. 第４６回総会、第３４回全国集会、情報交換会

（１）「第４６回通常総会」

・日時：平成２３年１１月１６日（水）、１０：３０～１２：００

・場所：海運クラブ（２階ホール）

・議事：

第１号議案 平成２３年度決算関係書類承認の件

第２号議案 平成２４年度事業計画（案）並びに収支予算（案）承認の件

第３号議案 平成２４年度賦課金の金額及びその徴収方法決定の件

第４号議案 定款一部変更及び定款変更認可申請における

字句の一部修正委任の件

第５号議案 平成２４年度借入金最高限度額（案）決定の件

第６号議案 役員報酬額（案）決定の件

・出席者：青木理事長、宇野副理事長、鈴木常務理事、金子常務理事、松木理事相談役

理事、監事、組合員

全農薬事務局（堀江専務理事、宮坂技術顧問、安孫子会計主任、渋谷、飯田）

〇開会に当たり挨拶する青木理事長
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〇 青木理事長挨拶概要

全農薬の理事長として１年務めさせていただきました。この間３月１１日に発生した東日本大震

災に対し多くの組合員から義援金をお寄せいただき心より感謝申し上げます。また、東京電力福島

第一発電所事故の損害補償問題に当たりましては全農薬として交渉に参画し、福島県農薬卸商業協

同組合等と歩調をとりながら存在感を示せたことは商系の組織力を示した一例として大変よかった

と感じております。また、第４６期における組合の業績は増収増益となりました。これも一重に組

合員の皆様のご協力の賜物と厚くお礼申し上げます。

しかしながら、今回、政府が発表した TPP への参加の意思表明に対しては、もし、TPP が導入

されたら農業場面の影響として、３５０万人の雇用喪失、自給率は 14％へと低下、金額ベースで

４兆１千億円の損失が生ずると農水省は試算しており、我々といたしましても強い危機感を感じて

いるところです。

農産物の価格低下、農家の大規模化や農業生産資材のコスト削減要求といった背景の中で、我々

全農薬組合員の「卸」機能の強化、行政等の窓口としての商系組織の強化が一層求められており、

全農薬として大きな課題の一つとして認識しているところです。

平成１９年１０月に利用開始した「全農薬受発注システム」の利用組合員数は、現時点で５９社(本

社ベース)１０３組合員となり、計画通り導入が進められているところです。また、更に将来ビジョ

ンづくりにも取り組み、利用価値を高めたいと考えております。未利用の組合員におかれましては

積極的な参加をお願いします。

最後に、全農薬事業活動の大きな柱であります「共同購買事業」におきましては、ご承知の通り

DEP 剤の販売中止により１億円以上の金額喪失も見込まれますので、現状の取り扱い品目への一層

の販売協力をお願い申し上げます。と挨拶した。

（２）「安全協第３４回全国集会」
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・日時：平成２３年１１月１６日（水）、１３：３０～１７：００

・場所：海運クラブ（２階ホール）

・議事：

（１） 平成２３年度事業報告、収支決算

（２） 平成２４年度事業計画（案）、収支予算（案）

田中安全協会長は、今年は農薬シンポジウムを３県（北海道、鳥取県、鹿児島県）で実施した。

２００人規模のシンポジウム開催が困難な鳥取県のような人口の少ない地方都市において、新たな試

みとして「サイエンスカフェ(農薬)を取り入れ実施した。喫茶店でリラックスした雰囲気の中で難しい

農薬の話について議論をし、消費者の皆さんに農薬に対する正しい理解を持っていただくことを目的に

開催するもので、地域のケーブル TV と連携して２００名規模のシンポジウムと同等の効果を期待する

ものである。お陰様で大変好評で成功裏に終わった。また、札幌、鹿児島においても大きな成果をあげ

ることが出来た。これも安全協の皆さんの努力の結果であり、お互いに商売では切磋琢磨しているが、

イベントを通じ、安全協の絆が一層強まった。と挨拶した。

〇特別講演：演題：「残留農薬基準値と食品リスク」

講演者：国立医薬品食品衛生研究所 安全情報部第三室長 畝山 智香子 氏

講演は残留農薬を含む「食品のリスク」について具体的な例を用い、分かり易く説明された。

特に、「食品中の化学物質のリスクについては出来るだけ定量的に考えてみることで、リスク削減のた

めに、本当に必用な対策が優先的に実施されることを促がしたい」が、今回の講演のポイントで、残留
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農薬を含めた食品のリスクについて「定量的」というところに注目して頂きたいと語り、「リスク」とい

うものはそもそも「大きいか小さいか」が問題であって「有るか無いか」ということを問題にしてはい

けない。ということを消費者の皆さんに十分かっていただきたいと力説された。今回の畝山先生の講演

は好評で会場は２０0 人を超える大盛況でした。

〇来賓祝辞

農林水産省農薬対策室瀬川室長、（社）植物防疫協会山口理事長、農薬工業会福林会長

〇 農薬対策室 瀬川室長 〇（社）植物防疫協会 山口理事長

〇農薬工業会 福林会長

（３）「全国農薬協同組合通常総会、安全協第３４回全国集会情報交換会」
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・日時：平成２３年１１月１６日（水）、１７：３０～１９：３０

・場所：海運クラブ（２階ホール）

〇挨拶する青木理事長 〇会場の様子

〇来賓祝辞：独立行政法人 農林水産消費安全技術センター 曽根理事

〇乾杯：環境省 水・大気環境局 土壌環境課農薬環境管理室 西嶋室長

〇情報交換会の様子 〇中締め（財）残留農薬研究所 寺本理事長
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５．全農薬厚生年金基金第５９回理事会、第４６回代議員会

・日時：平成２３年１１月１７日（木）、１０：００～１５：００

・場所：全農薬９Ｆ会議室

・議事：

（１）議決事項

第１号議案 規約の一部変更について

（２）報告事項

報告第１号 業務状況報告について

報告第２号 平成２３年度第Ⅱ四半期財政診断結果報告書について

（３）検討事項

「基金財政の健全化に向けた今後の方針について」

（４）その他

・出席者：大森理事他

6．(社)日本植物防疫協会臨時理事会

・日時：平成２３年１２月２日（金）、１４：００～１６：３０

・場所：(社)日本植物防疫協会 会議室

・議事：

第１号議案 新法人移行に関する件

第２号議案 平成２４年度事業計画及び収支予算等に関する件

第３号議案 役員の人事及び報酬に関する件

第４号議案 その他

・出席者：青木理事長

7．(社)日本植物防疫協会臨時総会

・日時：平成２３年１２月９日（金）、１３：３０～１６：００

・場所：ホテル ラングウッド ２階「丹頂」

・議事：
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第１号議案 新法人移行に関する件

第２号議案 平成２４年度事業計画及び収支予算等に関する件

第３号議案 役員の人事及び報酬に関する件

第４号議案 その他

・出席者：堀江専務

8．第１０回執行部協議会

・日時：平成２３年１２月８日（木）、１３：３０～１４：４５

・場所：全農薬９Ｆ会議室

・議事（協議内容）：

「第２５６回理事会の議事関係」

① 平成２４年度購買事業価格及び諸条件について

② 平成２４年度役員選考準備委員会について

③ 各委員会の課題について

④ 全農薬地区会議の進行次第の見直しについて

⑤ その他

・出席者：

青木理事長、宇野副理事長、鈴木常務理事、金子(昌)常務理事、松木理事相談役

事務局（堀江専務理事、宮坂技術顧問）

9．第２５６回理事会

・日時：平成２３年１２月８日（木）、１５：００～１７：００

・場所：全農薬９Ｆ会議室

・議事：

「議決事項」

① 平成２４年度購買事業価格及び諸条件について

② 組合員の加入及び脱退について

「協議事項」

① 平成２４年度課題について（執行部協議会、委員会）

② 平成２４年度地区会議内容（講師等）について

③ 平成２４年度行事日程について

④ 平成２４年度役員選考準備委員会について

⑤ 平成２４年度安全協ポスターについて

「報告事項」

① デｲプテレックス剤の購入計画について

② 全農薬受発注システム利用メーカー協議会第２回総会について

③ 平成２３年度植物防疫地区会議について

・出席者：

青木理事長、宇野副理事長、鈴木常務理事、金子(昌)常務理事、松木理事相談役、理事、監事
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事務局（堀江専務理事、宮坂技術顧問、安孫子会計主任）

１0．委員会

・日時：平成２３年１２月８日（木）、１３：３０～１４：４５

・場所：全農薬９Ｆ会議室

・協議内容

「経済活動委員会」

出席者：池田委員長、栗原副委員長、伊藤理事

① 新規導入品目（殺鼠剤、なめくじ駆除剤）の推進について

② スナップショット粒剤の推進について

③ 今後の新規品目導入活動について

④ その他

「教育安全委員会」

出席者：田中委員長、上田副委員長、松村理事、高津理事

① 農薬シンポジウムの開催について（開催支部の確定）

② 指導農薬講習会の開催、進め方について

③ 一声運動ポスター（案）について

④ その他

「ＩＴ・広報委員会」

出席者：北濱委員長、山本副委員長、橋爪理事、金子監事

① 全農薬受発注システムの現状の利用概況について（地区別、県別）

② 全農薬受発注システム利用組合員拡大策について

③ 全農薬受発注システム利用メーカー拡大策について

④ その他

⑤

１1．全農薬受発注システム利用メーカー協議会第２回総会

・日時：平成２３年１２月９日（金）、１０：００～１１：３０

・場所：全農薬９Ｆ会議室

・議事：

① 平成２３年度事業概要報告

全農薬受発注システム利用メーカー協議会の実施概況報告について

全農薬受発注システム障害の発生と対応状況について

全農薬受発注システムの組合員利用、申込状況について

② 平成２４年度事業計画

全農薬受発注システムの運用体制について

全農薬受発注システムの利用促進計画について（県別、地区別）

全農薬受発注システムにおける機能（情報共有等）拡大課題について

・出席者
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「メーカー」（五十音順）

石原バイオサイエンス㈱、サンケイ化学㈱、シンジェンタジャパン㈱、住友化学㈱、日産化学工業㈱

日本農薬㈱、バイエルクロップサイエンス㈱、丸和バイオケミカル㈱、三井化学アグロ㈱

Meiji Seika ファルマ㈱

「全農薬受発注センター」：㈱電算システム

「全農薬」

青木理事長、宇野副理事長、北濱ＩＴ・広報委員長、山本ＩＴ・広報副委員長、事務局（堀江専務理事）

１４．第１０１回植物防疫団体総務連絡会

・日時：平成２３年１２月１５日（木）、１６：３０～１７：３０

・場所：農薬工業会会議室

・議事：

① 各団体行事予定（平成２４年１月～平成２４年１２月）について

② 情報交換（新法人移行他）

③ その他

・出席者：

事務局（堀江専務理事、宮坂技術顧問）

組合員の動き等

【山形県】

〇支部長交代（平成２３年１２月６日）

(旧)宮内硫黄合剤株式会社 代表取締役社長 星 則男

↓

(新)山形日紅株式会社 専務取締役 花輪 功人

【熊本県】

〇営業所新築開設

・組合員名：株式会社 温仙堂 熊本営業所

・住所：〒８６９－０５３２ 熊本県宇城市松橋町久具１０５

・電話：０９６４－３２－０６０６（従来通り）

・ＦＡＸ：０９６４－３２－２６６８（従来通り）

・所長：野崎 一也

・開所日：平成２３年１１月７日（月）

主な行事予定
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[全国農薬協同組合]

平成２４年

（全農薬地区会議）

２月７日（火） 北陸地区（金沢市）

８日（水） 近畿地区（大阪市）

９日（木） 東海地区（名古屋市）

１４日（火） 関東・甲信越地区（東京都）

１５日（水） 中国・四国地区（岡山市）

１６日（木） 九州地区（福岡市）

２１日（火） 東北地区（盛岡市）

２３日（木） 北海道（札幌市）

４月１３日（金） 第 257 回理事会

７月１９日（木） 第３９回安全協常任幹事会（全農薬会議室）

賛助会員との意見・情報交換会（東京ガーデンパレス）

９月１３日（木） 第２５８回理事会

１０月２６日（金） 監査会

１１月２０日（火） 第２５９回理事会

１１月２１日（水） 第４７回総会・第３５回安全協全国集会・情報交換会（海運クラブ）

第２６０回理事会（海運クラブ）

１２月 ６日（木） 第２６１回理事会

[全国農薬業厚生年金基金]

平成２４年

１月２５日（水） 資産運用委員会

２月２４日（金） 第６０回理事会、第４７回代議員会

[その他植防団体総会等]

平成２4 年

１月 ５日（木） 農薬工業会賀詞交歓会

１月１２日（木） 植物防疫シンポジウム（一ツ橋ホール）

１月２３日(月)～２７日(金) 第７６回植物防疫研修会 （北区中里「日植防本部」）

行政からのお知らせ
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〇販売中止農薬等の回収について
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〇農薬による水産動植物の被害防止のための実環境中濃度の実態把握について(環境省)
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 全農薬ひろば ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

バトン(人参)タッチ

理事長の「増収・増益」の号令の下、本年は大変お世話になりました。

来年は良い年になりますようお互いに頑張りましょう。

(事務局職員一同)

〇 全農薬受発注システムは利用メーカーが１０社となり、利便性も向上しておりますので未利用の組

合員さまの平成２４年度内の利用につきまして事務局から辰（たつ）ってのお願いを申し上げます。

(平成２３年末で 103 組合員さまのご利用を頂いております。) 専務理事 堀江康雄

〇 地球人口７０億人突破、来年は食糧増産で農薬業界エビス顔。

技術顧問 宮坂初男

〇 来年も「全農薬ひろば」掲載の花のように咲き輝き、人生も仕事もハッピーになるよう頑張り

ます。全農薬のナデシコ（女性職員：我孫子、渋谷、飯田）
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 全農薬ひろば ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

キダチアロエ 英名 Aloe 学名 Aloe arborescens

アロエ科アロエ属の多肉植物、Aloe とはアラビア語で苦いという意味で、arborescens は亜高

木という意味をもっている。キダチアロエは木のように立ちあがることから「木立アロエ」と命名

されたと言われている。

ローマでは、紀元前からその存

在が知られており下剤や健胃剤と

して用いられていたという記録が

ある。普通観賞用に栽培されるも

のは「木立」の名の通り茎が伸び

て立ち上がる。暖地では戸外でも

育ち冬に赤橙色の花をつける。葉

の外皮は苦味が強いが、葉内部の

ゼリー質はアロエベラと変わらず

苦味はない。ワシントン条約によ

って輸出入は制限されている。

原産国は南アフリカ。

日本でもキダチアロエは昔から俗に「医者いらず」といわれてきた、葉肉の内服で健胃効果があ

るとされ、含有するバルバロインの下剤効果により便秘に効果がある。ただし、体質によっては胃

炎を起こす場合があることや、継続摂取による大腸の色素沈着を起こすことがあるなども報告され

ている。また外用として傷や火傷に用いられる場合もあるが、逆に悪化させた例も報告されており、

使用には一定の注意が必要である。なお、ドイツの薬用植物の評価委員会コミッション E によれば、

ゲル状物質の外用は、痛みや火傷の回復に対して有効性が示唆されている。

「伊豆アロエの里」写真では、１１月から１月まで「アロエ花まつり」が開催されておりアロエの

花の蜜を求めてメジロが多数集まっている光景を目にすることが出来るまだ遅くありません是非

お出かけされて見られては如何でしょうか。（M）

アロエの花言葉：「健康」「万能」

全農薬事務局でも「健康、万能」でアロエ

のように頑張っている御仁もいる。 「増収・

増益」を掲げ、連日、目を白くろさせ頑張っ

ている。

うまくいかないときはアロエのように苦虫

をかみつぶしながら、来年が良い年であるよ

う願う師走の事務局での光景である。

(目白押)


